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評価の観点・
方法

定期考査における学習の到達度・理解度に加え、作品で習得する技能、実習や各課題への
取り組みに対する態度・意欲などを総合して評価する。

１学期

２学期

３学期

Ⅱ－第６章　住生活

・人の一生を生涯発達の視点で
とらえ家族や家庭生活のあり
方、子どもを生み育てることの意
義を考えさせ、子どもの健全な発
達のために親・家族・社会の果た
す役割が重要であることを認識
できるようにする。
・家族の食生活・住生活に必要
な基礎的な知識と技術を習得さ
せ、家族の生活を健康で安全か
つ快適に営むことができるように
する。

・現代の消費生活と情報社会
との関連を知り、生活情報の
取捨選択し、判断するための
知識が身につけられるように
する。
・自分の消費行動と環境との
かかわりを意欲的に考え、多
面的な角度で見つめ、考え行
動することができるようにす
る。
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Ⅰ－第５章　衣生活

Ⅰ－第３章　高齢期

Ⅱ－第７章　消費生活・環境

Ⅱ－第８章　生活設計

Ⅱ－第２章　保育

Ⅱ－第４章　食生活

教科・科目
講座名

Ⅰ－第１章　青年期と家族

24

・人と密接な関係である衣服を科
学的な視点で改めて捉え、衣服
への理解を深める。
・高齢者の生活と福祉について
理解させ、男女が相互に協力し
て家族の一員としての役割を果
たし家庭を築くことの重要性につ
いて認識できるようにする。
・人の一生を客観的にとらえ、自
身のライフプランやキャリアプラ
ンを考えさせる。

対象学年・組

担 当 教 員

単元（学習内容）

教 科 書 等

年間授業計画

学習の目標

東京都立大泉高等学校　　全日制課程

家庭・家庭基礎

２年１組～５組

渡邉　茉那、松井　洋子

新家庭基礎 (教育図書)  .  生活学Navi(実教出版)

人の一生と家族・福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得さ
せ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、環境への配慮をしながら生活の充
実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。

単位数


